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背景（結婚に関する現状）

我が国における毎年生まれてくるこど
もの数の変化の要因を考えるに当たって
は、若年人口が構造的に年々減少してい
くことの影響のほかに、どれぐらいの　
カップルが結婚するかという観点と、結
婚している夫婦からどれぐらいのこども
が生まれるのかという観点に分けること 
ができる。
婚姻件数は 2023 年で 47 万 4,741 
組となり、1970 年と比べて約５割減少
（初婚同士の婚姻件数でみれば約６割減
少）している。また、45 歳から 54 歳
までの男女で一度も結婚したことがない
人の割合をみると、1990 年では男女と
も約 20人に１人であったが、その後上
昇傾向となり、2020 年では男性で４人
に１人以上、女性で６人に１人以上と
なっており、いわゆる「未婚化」の進行
が我が国において深刻化する少子化の大
きな要因となっている。
かつてのように結婚することが当たり 
前ではなくなっている一方で、未婚の若 
者の結婚に対する考えとして「いずれ結 
婚するつもり」と答える割合は、1990　
年頃と比べてやや低下傾向にあるもの 
の、2021 年でも男女とも８割を超えて
いる。

若い世代の描くライフデザインや
出会いを考えるワーキンググルー
プの開催

どうしてこれほど結婚の希望が実現し
ていない社会になっているのか、若い世

代が結婚・子育ての将来展望を描けない
状況について、更に分析し対策を講じる
必要があるのではないか。例えば、若い
世代が、学業やキャリアのみならず、結
婚、妊娠・出産、子育てといった様々な
ライフステージにおける選択を含め、自
らの人生をどのようにデザインしていく
かについて、自分なりの希望や選択肢を
思い描き、実現するために必要十分な情
報や意見を得られる環境が必ずしも整備
されていないのではないか。また、自分
なりの人生の選択を思い描きながらも、
それを実現できなかったり、諦めてし
まったりするような課題や障壁があるの
ではないか。
こうした問題意識の下、結婚、妊娠・
出産、子育ては個人の自由な意思決定に
基づくものであり、多様な価値観・考
え方を尊重すること、また、「こども未　
来戦略」（令和５年 12 月 22 日閣議決　　
定）等に基づく若い世代の所得を増やす 
ための取組や共働き・共育ての推進等を 
着実に実行していくことを大前提とした 
上で、若い世代の描くライフデザインや 
出会いについて考えを深め、課題等を明 
らかにするため、こども政策担当大臣
主宰の下、「若い世代の描くライフデザ
インや出会いを考えるワーキンググルー
プ」（以下「WG」という。）を開催した。 
WGは、学識経験者のみならず、正に
これから将来について考えることになる
若い世代自身の率直な声をしっかりと聴
くことが必要との考えから、12名の構
成員のうち半数を超える７名を 20代と
し、男女比に偏りが出ないようにしたほ
か、東京在住の若者だけではなく、地方
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若い世代の描くライフデザインや出会いのサポート
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在住の若者にも多く参加してもらった。
また、WGの開催に当たっては、関
連するテーマについて、15 歳から 39
歳までの男女２万人を対象としたウェブ
アンケート調査などの意見聴取２）、３）を
実施し、それらの結果も踏まえて議論を
行った。
なお、WGの開催に当たっては、20
代の構成員が緊張することなく積極的か
つ率直な意見交換ができるよう、可能な
限りカジュアルな服装での参加としたほ
か、会議の前後で、ブレーンストーミン
グを行ったり、進め方への意見や改善点
を聴き取ったりするなど、和やかな場づ
くりを試みた。

中間報告（概要）

WGはまず、2024 年７月から８月
までの間に４回を開催し、①結婚をめぐ
る現状や課題、② Z世代を始めとする
若者の価値観、③ライフデザイン支援、 
④官民の出会い支援等について議論し、 
若い世代の現状認識や価値観に関する意
見、今後求められる取組に関する意見を
「中間報告」として整理した。

＜�恋愛・交際、結婚、妊娠・出産、子育
て等についての若い世代の現状認識や
価値観に関する主な意見＞
・�社会的に正解とされる生き方が消失し
た中で、今の若い世代は、「他人や社
会にとっての正解」よりも「自分自身
が納得できているか（自分なりの納得
解）」を大切にする傾向がある。
・�親の世代が若い頃を過ごした時代と、 

自分たちが生きている今の時代とで 
は、社会で通用している価値観や選択
の幅が大きく異なっていると感じてい
る人もいる。そうした中で、近い世代
の様々なロールモデルを知り、自身の
将来についての「解像度」を高めたい
と考えている人もいる。
・�結婚やこどもをもつことは、自分に
とっての幸せを実現する手段の一つに
すぎず、本人が希望する場合に選択す
るものと考えている人も多い。
・�今の若い世代は、核家族化や地域コ
ミュニティの希薄化の影響で、乳幼児
の世話をしたり触れ合ったりした機会
がないまま大人になった人も少なくな
い。

＜今後の取組に関する主な意見＞
・�ライフデザイン支援は、自分自身の人
生の選択肢として、学ぶことや働くこ
とと併せて、結婚やこどもをもつこと
について向き合う機会と、その際に参
考となる知識や多様なロールモデルを
提供し、自分が人生に何を望んでいる
かを俯瞰（ふかん）的に考え、この先
どういったことがハードルになるのか
ということに気付く機会をもたらすも
のである。また、結婚、妊娠・出産、
子育てを望む方々の自己実現をサポー
トする社会を目指していく上でも、重
要な取組である。
・�ライフデザインを考える上では、将来
の選択に関わる事実の知識と、実際に
体験して得られる実感の両方が重要で
ある。
・�それぞれの年代で、目的意識や観点、

２）https://www.cfa.go.jp/policies/shoushika#chosakenkyu
３）https://ikenplus.cfa.go.jp/announcements/hbexdm39uhv3lik0
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知っておいた方がよい情報には違いが
あり、工夫が必要である。全ての年代
に共通の一つのコンテンツを提供する
のではなく、それぞれの年代に応じて、
必要な内容を適切な方法で提供するこ
とが重要である。
・�いかに幅広い層に参加してもらうかと
いう点で課題があり、ライフデザイン
支援の裾野を広げていく上では、学校、
地方公共団体、企業での取組が重要で
ある。
・�マッチングアプリについては、利用者
が安心して安全に利用できるよう、第
三者認証の仕組みや安全な利用方法等
に関して、引き続き周知啓発を図って
いくことが重要である。
・�地域の結婚支援の効果を高めるため、
国においても効果検証の枠組みを構築
し、支援フェーズごとに優良事例の
横展開に取り組むことが重要である。
マッチングシステムの都道府県間の
連携方策の検討を進めていくことや、
サービス向上のために官民の連携協力
を更に進めていくことも必要である。
・�結婚、妊娠・出産、子育てに関する情
報発信については、若い世代自身の意
見・アイデアや協力を活かして、若い
世代に伝わる方法で行う必要がある。
特定のメディア媒体で一方的に発信す
るよりも、SNS での発信や広告に加
えて、友達同士の口コミなど、様々な
情報流通経路を通して多面的に情報が
届くようにすることが効果的である。

最終報告（概要）

WGは 2025 年 4 月までに計８回を
開催し、特に第５回以降は、ライフデザ
イン支援の具体的な在り方を中心に議論

した。最終報告は、中間報告を基礎に、
第５回以降における次のような意見等を
加え、取りまとめている。

＜�ライフデザイン支援等の視点に関する
主な意見＞
・�ライフデザイン支援に当たっては、結
婚するかしないかは自由であり、選択
肢として前向きにとらえたり、希望を
叶えたりするための取組であることを
改めて確認したい。
・�多様性や個性を尊重しようという世の
中だからこそ混乱し、情報も多く、ど
う選択していけばよいか分からない面
もあるのではないか。若者の選択に寄
り添っていく工夫が必要である。
・�どのようにキャリア設計していくか、
こどもを育てていくかがイメージしや
すくなるとよい。様々な子育て支援、
両立支援を前提に一人一人の生活実感
に落としていくことが必要である。
・�ライフデザインを考えることは、単に
自分の将来を考えるだけではなく、自
分自身が大切にされている、意思決定
が尊重されるといった「こどもの権利」
に気付き、考えることにもつながるの
ではないか。

＜�ライフデザイン支援、出会い支援等の
取組の具体化に関する主な意見＞
・�学校での取組拡大に向けて、地域の専
門家等の協力を得るなどし、地域との
連携を進めることが重要である。大学
等への働きかけも重要である。
・�企業等に向けて取組を拡大するために
は、経営層や管理職にその重要性を理
解してもらうことが重要である。
・�先行自治体の例も参考に、乳幼児触れ
合い体験、キャリア形成、プレコンセ
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プションケア、ワークライフバランス
などを各年代に応じて適切に取り入れ
ることが重要である。
・�ひとり親家庭で育つこどもや非正規雇
用の方、困難な状況にあるこども・若
者もライフデザインを描けるよう、丁
寧に情報を伝えていくことが重要であ
る。
・�出会いの支援においては、自信がない、
何をすればよいか分からないなど、出
会いの機会がない様々な理由・背景を
踏まえた対応が必要である。
・��出会いの支援に当たっては、福利厚生
等を通じて若い世代の出会い・結婚を
応援する企業等と連携・協力を得てい
くことも方法の一つではないか。
・�ライフデザイン支援は息の長い取組が
必要である。若い世代の多様な意見も
聴きつつ、審議会等の場で効果検証等
も行いながら、取組の改善を継続して
いくことが重要である。

ＷＧでの議論を受けて

WGにおける議論を踏まえ、若い世
代のライフデザイン支援や地域におけ
る出会いの場・機会の提供等の取組につ
いて、以下に掲げる充実策を進めること
とした。

施策１．�地域の創意工夫を活かした若者
支援

・�地域の実情に応じた自治体による対策
を支援する「地域少子化対策重点推進
交付金」において、若い世代の描くラ
イフデザイン支援や官民連携の結婚支
援の取組を重点メニューとして支援
・�自治体がそれぞれの実情に応じて、よ
り一層創意工夫を活かせるよう、制度を

見直し、同交付金の要件を大幅に緩和

施策２．�民間企業等と連携した将来設計
サポート

・�民間企業等と連携したライフデザイン
支援事業を創出し（令和６年度補正予
算）、若い世代に向けたライフデザイ
ン支援の取組を推進
・�マッチングアプリの使い方や第三者認
証などに関する普及啓発、結婚支援事
業者の知見を活かした地域の結婚支援
センタースタッフの研修、結婚支援セ
ンターの業務改善の横展開等の実施

令和6年度「若者のライフデザイン
や出会いに関する意識調査」

こども家庭庁において、ライフデザイ 
ンや出会いに関する若い世代の未婚者・ 
既婚者の意識等を把握し、WG におけ
る議論等の参考にするため、2024 年７ 
月に、全国の 15～ 39 歳の未婚者及び
既婚者２万人を対象としたウェブアン
ケート調査を実施した。調査結果の一例
を紹介する。

＜�若い世代の結婚や出会いをめぐる意識
等＞
・�未婚の若者が挙げる「結婚へのハー 
ドルになっていること」は、 「そもそ
も出会いの場所・機会がないこと」
（29.3％）が最も多い。次いで、「自
分が結婚しているイメージができない
こと」 （25.2％）、「自由さや気楽さを
失いたくないこと（生き方が制限され
ること）」（24.4％）、「家族を養える
ほど経済力がないこと」（23.5％）が
挙げられる。
・�生活や自身への満足感について、既婚
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者は「自分には居場所があると思う」、
「自分自身に満足している」などにあ
てはまると回答した割合が未婚者より
高い。「自分自身に満足している」に
あてはまると回答した未婚者は、あて
はまらないと回答した未婚者よりも結
婚意向が高い。
・�結婚したいと思っているものの交際相
手がいない未婚者で、結婚も視野に入
れた相手を見つけるための行動をして
いるかどうかをみると、「全く行動を
していない／あまり行動していない」
の割合は男女とも８割を超え、そのう
ちの約５割が「（行動）したほうがい
いのはわかっているが、まだしていな
い」、約４割が「（行動）する必要を感
じていない」としている。
・�「（行動）したほうがいいのはわかって
いるが、まだしていない」理由として
は、男女とも「婚活より優先したいこ
とがあるから」、「婚活が面倒だから」
が上位となっているほか、男性では「自
分のスペック（給料や学歴など）に自
信がないから」、女性では「結婚相手
とは自然に出会いたいと思っているか
ら」という理由が多い。また、「（行動）
する必要を感じていない」理由として
は、男女とも「そこまでして出会いた
いと思わないから」が最も高く、高校
生・大学生の年代ほど「今はまだ若い
のでそこまで焦らなくてもいいと思っ
ているから」が多いことがうかがえる。
・�出会いの場所・機会がないと回答した 
未婚者にその理由を尋ねると、「自分 
に自信がないから」が約 6割で最も 
多く、次いで、「積極的にアプローチ 
することが得意でない」、「人が集まる
場が苦手」、「積極的に人と会いたいと
思わない」が挙げられる。

・�マッチングアプリの利用動向をみる 
と、既婚者の約６割に利用経験があ
り、直近５年間で結婚した人の約４人
に１人がマッチングアプリをきっかけ
に出会った相手と結婚している。
・�自分が住んでいる都道府県の結婚支援
の利用意向について、未婚の若者の約
３割が「都道府県の結婚支援を積極的
に利用したい／やや利用してみたい」
と回答し、具体的に利用したいサービ
スとしては「安心安全なマッチングア
プリ」などが挙げられる。

＜�若い世代のライフデザインをめぐる現
状＞
・�ライフデザインを学んだ機会について
尋ねると、未婚者の約 7割がライフ
デザインを学んだことがなく、年代が
上がるにつれて学んでいない割合が
高くなる。高校生、大学生ともに約 4
割が、学校の授業などでライフデザイ
ンを学んでいる。
・�未婚者のうちライフデザインで学んだ
ことがある内容は、キャリアプランが
約 5割で最も高く、次いでマネープ
ランが高い。結婚生活に関わる情報や
地域の支援サービス、妊娠・出産や子
育て情報は、それらに比べて低い。
・�未婚の 15～ 24 歳において、ライフ
デザインを学んだことのある人の方
が、今後結婚したいと思う割合が高く
なり、 理想の結婚年齢を「25歳から
29歳」と回答する割合も高くなる傾
向がうかがえる。

�令和 6 年度「若者のライフ
デザインや出会いに関する
意識調査 報告書」
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図表 1-1-12 WG開催の様子（第５回）

図表 1-1-11 中間報告の手交の様子
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